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人
少
一
線
れ
て
枇
A
M
H

心
意
が
存
立
し
符
ぺ
か
、
b
w
o
る

は

明

な

る

事

資

に

し

て

一

見

例

入

に

越

路

し

て

存

在

す

る

が

如

く

見

ゆ

る

枇

命

日

心

意

な

る

も

の

は

寧

ろ

似

人

心

意

交

紗

の

問

一
栄
に
し
て
、
来
結
梨
、
が
更
に
原
図
と
な

b
℃

側

人

心

意
h
u
u

影

響

を

及

ぼ

す

も

の

に

過

ぎ

ず

。

訟

に
魁
命
日
撃
に
於
て
は
先
づ
佃
人
的
心
怠
の
交
訟
を
肌
引
先
す
る
乙
i'
』
最
も
重
要
な

h
t
一
お
は
い
ぷ

る
べ

か
ら
ず
ー

85 

枇

食

事

上

い

い

於

げ

る

同

総

滋

識

紙

、

と

総

一

倣

践

を

会

比

較

入
五
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， 、

米
間
枇
命
阿
附
般
の
大
家
M
-
T

ヅ

物
故
せ
る
偽
凶
コ

v
iジ
ド
、

y
-
Y

意
見
ー
を
田
英
に
せ
λ
y
ι

雌
ー
も
共
に
倒
人
心
意
の
交
渉
を
以
℃
最
も
続
本
的
な
る
主
腕
的
批
命
事

賢

ιな
せ
る
人
な
る
が
、
只
ム
両
氏
の
主
腕
訟
に
於
て
・
少
し
く
意
見
を
思
刊
に
す
る
は
其
心
意
的
交
、

沙

茶

者

の

中

に

て

も

如

何

な

る

も

の

は

最

も

m
単
純
に
し
℃
然
か
も
赴
命
的
な
る
形
成
材
詞
を
冠

@

@

@

@

 

し
得
ペ

3
や
EC.
一式

λ
結

に

わ
l
y
o
o

而
じ
て
が
、
ヅ
デ
ジ
グ
ス
氏
は
飼
料
意
識

(
0
8
m
o

…od
g
g
c内

在

包

)

主

以

℃

最

も

根

本

的

な

る

枇

合

現

象

と

な

じ

ん

て

茶

他

の

心

的

朕

態

に

し

て

枇

命

的

な

る
も
の
は
皆
英
同
秘
意
識
が
他
の
観
念
、
欲
的
中
一
、
情
慾
-
等
I
乙
相
結
び
付
言
」
た
る
も
の
な

bι
ぜ
t
リ

o

o
e
 

而
し
て
タ

l
y
ド

氏

は

模

散

を

以

℃

根

本

的

批

曾

的

事

賞

l
r
L

な
.
せ
る
は
入
の
知
る

mm
な

b
o

A
A
1

先

づ

ギ

ッ

デ

γ

ク
ス
氏
の
訟
を
略
逃
せ
ん
に
、
同
誠
意
識
な
る
も
の
は
布
機
的
同
情
、
類
似
の

知
覚
、
窓
識
的
純
情
、
震
情
及
び
承
認
に
潤
す
る
慾
昭
一
配
合
め
る
共
愉
快
な
る
心
的
情
態
な
ι
1
0

寸

qv
…or
u
o
H
G仏
2

0
必
伊
ロ
{
合
切
U1SMumhyuJ

会
命
日
X
w吋
OOMVは
O口
C
吋

吋

ω
m
o
g
ヴ目。ロ
OOM

(吋
}μ

忠

MVH08ロ
g
H
L
O
(f) 
p← 
伊
「ト
(¥) 

o 
b勺

包
炉、'.
口
~ 

8
u
a
c
g
s
z凶

ぬ
O
け
刊
誌
々
日
}
註

ξumFM尉
o
t
o口
、
。
ロ
ハ
{
け
げ
φ

A

F

M
円
円
。

出

ぴ

吋

旬

。

o
o
m，H
H
山
氏
。
口
口

川口仏ロ

aamc九
OHA
両
日

}vmmoφφ
・
)

然
ら
ば
そ
の
的
有
機
的
岡
崎
一
山
一
な
る
も
の
は
、
如
何
な
る
も
の
な
る
も
の
が
ほ
一

l
相

接

線

す

る

偶

人

が

未

だ

相

瓦

聞

の

異

同

を

認

知

せ

w
d
q
o
前

に

彼

等

の

vω
中
に
は
刻
一
成
に
射
す
る
反
憾
の
異

同

郎

ち

戚

宛

の

災

同

な

る

も

の

組

b
又

自

身

に

依

b
℃
脱
獄
限
せ
ら
れ
た
る
戚
弘
之
他
の
人
間

に
よ

b
℃

路

湿

せ

ら

れ

た

る

戚

践

と

の

間

に

も

異

同

b

b
、
且
某
上
各
自
の
心
中
に
は
互
に
誘

l' 

引
し
又
は
反
援
す
る
所
の
隊
総
た
る
域
情
及
快
不
快
の
同
ヒ
〈
隊
腕
た
る
戚
情
・
越
る
ぺ

Lnv

而

し

て

共

瀬

川

似

せ

る

例

入

の

類

似

せ

る

戚

猿

及

び

其

総

隊

た

る

誘

引

愉

快

の

戚

情

を

総

総

じ

例

類

似

の

知

覧

は

讃

ん

で

字

の

如

く

類

似

せ

る

個

人

が

相

扱

制

す

℃
有
機
的
同
情
…
・
と
一
話
人
。

、 、明白，目、 Eゐ巴砂司 -， 、 争、. 日、 ‘~'_" .... 一、‘・ a邑蜘‘曲目、4日吋2・申・h・h司、…司郎、 u ・“ゐ、
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る
や
仏
仰
は
只
M
M
m

点
以
…
滅
的
に
相
誘
引
し
膝
脱
た
る
快
成
を
戚
ず
1

乙
騰
も
議
、
e
A

相

近

づ

く

に

随

以

更
に
英
類
似
を
知
脱
却
す
る
に
去
る
を
お
す

O
A

一
般
に
類
似
の
知
脱
却
よ
F
D
も

差

異

の

知

努

は

先

AD
に

現

は

る

〉

も

の

に

し

て

人

が

組

織

の

間

柄

と

な

る

ま

で

に

は

互

に

厳

密

に

建

具

貼

を

一

観

察
す
る
も
の
に
し
て
共
差
別
《
の
知
究
は
紛
似
の
知
一
践
の
後
述
す
る
に
遮
れ
漸
く
減
少
す
る
も

の
な
か
。
川
W
怠
識
的
岡
崎
と
は
類
似
の
知
認
が
更
に
有
機
的
岡
崎
の
上
に
い
以
総
し
て
之
を
努

力
的
或
は
向
想
的
の
同
怖
に
後
日
除
せ
し
む
る
を
一
対
ム
。
J

挽
一
一
目
す
れ
ば
他
人
と
自
己
1

乙
の
附
に

存
ず
る
類
似
の
一
例
隙
な
る
認
識
に
よ
λ
y
‘
て
弦
酪
せ
、
b
凱
た
る
岡
崎
に
外
な
ら
ず
。

枇
合
一
事
上
に
い
於
い
げ
る
同
稲
窓
識
川
説
、
c
模
倣
枕
、
を
ふ
り
比
絞

(4) 

議員

似

;¥ 
~h 
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山
舵
…
合
胤
…
・
上
に
於
一
り
る
同
様
治
論
説

-K
模

倣

枕

i
t
の

比

版

関

同

入

入

知
箆
及
意
識
的
岡
崎
は
一
一
般
に
遊
ん
で
相
互
の
受
精
と
な
る
也
の
な

b
。

換

言

す

れ

ば

互

に

類

似

し

℃

等

し

3
概

念

趣

味

k
有

す

る

人

々

は

一

般

に

共

通

の

鮎

少

さ

人

々

宥

〈

は

全

く

共

， . 
.
 
、‘，‘，.・

J

1

0

同
地
の
ぬ
な
ら
J
L

人
々
よ
b
d
n
一
息
に
相
焚
す
る
乙
l

乙
強
九
日
も
の
な
F
9
1

約

者

し

寄

人

が

白

己

の

相

織

の

人

に

到

し

雨

情

I
C
強

情

乞

有

し

且

つ

茶

入

が

心

意

併

に

性

格

に

於

℃

類

似

す

る

乙

之

を

知

到

す

る

時

は

寄

人

は

自

然

に

英

人

が

自

己

に

制

到

し

関

心

す

る

所

わ

る

を

表

明

せ

ら

れ
F

九
乙

?
乙
を
婆
求
し
、
且
つ
茶
入
、
が
共
類
似
の
軌
を
認
識
し
岡
川
崎
相
変
の
念
を
一
不
注
P
A

乙

之

を

期

待

す

る

も

の

な

b

。

ギ

ッ

デ

ン

グ

ス

氏

は

此

心

的

統

態

を

お

し

て

承

認

に

到

す

る

慾

単

一
1
乙
呼
べ
b
。

此

の

如

〈

ギ

ヅ

デ

ン

グ

ス

氏

の

腕

湖

周

総

意

識

な

る

も

の

は

五

仰

の

意

識

的

絞

式

よ

b

成

れ

り

之

鍬

も

是

等

は

決

し

℃

立

に

獅

立

せ

る

も

の

に

み

ら

ず

立

J

に

粕

容

器

し

℃

会

く

単

一

な

る

‘一一一 ーー，. 
‘ 

が
如
く
見
え
、
英
紋
恰
も
網
膜
上
に
於
け
る
人
物
景
色
等
の
影
像
が
一
単
一
代
見
ゆ
る
よ
」
に
似
た

ら。

…

悔

し

℃

人

が

此

心

的

紋

態

に

在

る

時

は

自

ら

一

械

の

倫

快

を

戚

ヒ

之

を

総

持

後

述

せ

し

め
'
P
A
I
L
の
成
乞
・
起
す
も
の
な
b
o

且
つ
英
快
戚
は
愉
快
な
る
遊
戯
れ
乞
な
し
又
は
一
尚
自

3
芝

居

，. 
も

識
に
関
す
る
説
明
の
大
様
な
b
。
銑
に
同
秘
意
識
‘
と
一
区
よ
、
必
、
ず
や
立
に
籾
溺
似
せ
る
も
の
〉

聞
に
・
純
一
る
所
の
も
の
な
ら
設
る
べ
か
ら
ず
。
崩
し
℃
此
岡
純
意
識
の
基
礎
之
な
る
べ
含
級
似

に
二
抑
制
み
の
b
。
一
は
血
絞
土

η
類

似

に

し

て

家

旅

の

如

3
近

3
血
縁
の
'
問
に
於
て
は
岡
純
滋

識

最

も

mm.
く

樹

氏

民

政

人

祁

l
L
漸
々
血
総
の
法
く
な
る
に
随
℃
一
般
に
閥
抑
制
意
識
は
薄
弱
7

乙

な
ム
ヲ
、
途
に
人
類
一
一
般
1
乙
な
b
て
は
最
も
微
弱
『
乙
な
る
も
の
な
λ

ッ
。
次
は
紛
糾
上
の
類
似
に
し

て
ギ
ッ
デ
ン
グ
ス
氏
の
類
似
心
意
(
口
町
中

g
u
r含
og)
之

稀

す

る

も

の

即

ち

忠

松

戚

惜

の

一
致
な

一 ι喝、，.一........~_.-ー '_r_"_ ー...‘、一、ハー.._"一一一一一一一ー…円、ー…一-一一 一一一目
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、除 φ

b 

此

一

致

は

誕

脳

髄

の

組

織

が

人

々

相

知

似

す

る

-

が

殺

に

起

る

も

の

に

し

て

必

元

同

一

の

刺
戟
に
濁
す
る
類
似
の
反
憾
な
り
。

例

へ

ば

ニ

入

者

く

は

こ

人

以

上

の

小

児

等

が

共

に

赤

色

の

物

を

好

h
u
i
し
す
れ
ば
是
等
の
小
児
は
同

b
刺

戟

k
m刻
し

て

同

一

の

反

臆

を

な

し

た

る

も

の

日
フ
イ
・
ク
ャ
イ
シ

F

FE訴
よ
ペ
く
総
て
彼
等
は
佐
一
一
駄
に
於

τ
類
似
心
窓
な
b
?
ι
…
xよ
事
を
待
べ
し
。

側
人
間
に
岡
純
一
意
識
そ
起
し
日
仰
告
は
此
秘
の
類
似
な
'
る
が
如
し
。

…
印
し
て
最
も

一
以
上
、
ギ

ス

氏

が

蹄

曾

の

根

本

的

事

買

な

λ
ツ

tι

す

る

所

の

同

意

識

を

説

明

し

た

b

o
@

3

 

5
れ

ば

是

よ

b

更

に

タ

!

y
ド
氏
が
社
合
の
校
本
的
事
宮
、
な
よ
り

ι極
力

主

朕

す

る

所

の

模

倣

ッ
デ
シ
グ

89 

な

る

も

の

を

論

述

せ

ん

之

す

。

但

グ

1
・
Y

ド
氏
の
赴
九
抑
制
撃
は
彼
れ
の

山
肌
合
路
・
上
じ
於
り
丸
山
周
回
制
法
裁
蹴

E
C

純
一
敬
段
、
c
m一
比
較

一
;
般
の
税
率
に
謝
す
る

白 P肴"

e 

' 、.

ー、，U
帽

、

・ノ
J
ノ
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リ
一
枇
一
令
明
上
仁
、
於
一
り
る
同
穏
滋
識
説
ヒ
様
、
倣
鋭
、
ど
の
比
較

原

則

を

基

礎

と

せ

る

も

の

な

れ

ば

彼

の

模

倣

論

主

知

ら

ん

と

欲

す

れ

ば

彼

の

有

a

名

な

る

科

卒

の
一
一
一
要
素
な
る
も
の
を
知
、
b
w
u
る
べ
か
ら
ず
。
州
知
、
一
、
人
は
長
年
月
の
経
験
に
よ

b
、
宇
慌
の
議

現

象

が

某

の

縫

化

の

紋

熊

一

千

純

お

様

に

し

℃

殆

ん

ど

術

総

す

ぺ

わ

ら

診

る

が

如

く

な

る

も

狛

@

@

 

共

問

に

整

然

た

る

秩

序

ゐ

b
℃
鉱
山
限
の
反
綴
(
関
与
忠
一
去
る
を
な
す
も
の
な
る
を
殺
る
に
涜
ふ
o

例

へ

ば

時

伎

に

四

季

の

循

環

わ

b
人

生

に

出

生

成

熟

若

死

の

順

序

わ

る

が

如

3HA必
な

b
o
放

に

単

純

な

る

一

帯

一

一

物

の

み

に

て

は

科

率

な

る

も

の

あ

る

乙

と

な

く

税

率

ゐ

る

践

に

は

必

ず

或

皮

ま

で

普

渇

的

な

る

活

動

ゐ

b
訟
に
科
卒
は
一
-
側
一
物
一
似
人
を
考
ふ
る
に
も
っ
鉱
山
阪
の
民
援
L

九
0 

、

• 、aa---

と
一
流

λ

ζ

1
・
」
を
曲
以
恕
す
る
も
の
な

b
。

-、

g

r
ロ
o
o
U
F
O
8
α

包
山
口
急
8

0
吋

り
が
S
O
S
O
U
伊吋
o
m
伊
三
&
ゆ
OMUJ
けげ
O

印
一
向
。
九
時
r
o
…
吋
誌
な
£
…
O
M
g
-

吋伊吋〈山
O
H
m
s
o
…
払
戸
伊
A
g
v
M
U
m
w
問。

ω・

然

れ
w
ど

も

一

致

の

駄

の

み

乞

見

る

を

以

て

科

事

の

能

率

終

れ

b
と
す
べ
が
ら
ず
、
彼
は
又
鎚
化

業

別

の

方

面

を

も

見

wo
る
べ
か
ら
ず
。
・
去

b
な
が
ら
共
走
，
別
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
矢
張
台
車
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溺
流
が
一
互
に
溺
立
し
抗
抵
す
る
-
万
一
側
、
印
ち
衝
突
(
。

3
0弘
民
O

ロ
)
の
決
別
b
L

考

も

碗

究

せ

wd
る

ぺ

わ

ら

ず
0
4

第
一
一
一
、
此
反
覆
i
L
衝
突
の
外
一
応
に
腕
先
す
ぺ
告
も
の
あ

b
、
是
即
ち

@

e

R

，

a

、

。

一

現
象
の
願
憾
(
&
品
作
MH
件
目
。
ロ
)
に
し
℃
向
学
者
は
品
川
巾
に
反
綴
t
乙
衝
突
に
依

b
℃

満

た

3
れ

た

る

世

界
J

に、

如

何

に

し

℃

比

の

如

3
調
和
、
が
ん
一
ヒ
来
れ
る
や
を
知
る
を
要
す
。

へ

勢

力

苧

準

の

迎

を

1 、
f、

例
へ
ば
生
物
事
に
於
℃
は
、

生
物
が
尖
父
母
の
性
質
を
受
け
て
繁
殖
す
る
は
印
ち
生
物
事
上
の
反
穫
に
し
て
、
之
、
が
銭
代
生

、、‘・1
， ， 、凶‘ rιl

存

競

守

の

行

は

る

〉

は

其

衝

突

な

λ

ッ
、
師
し
て
衝
突
の
給
岡
本
各
生
物
は
共
境
地
代
活
路
し
漸
々

進

化

す

る

は

部

ち

順

憾

の

理

に

外

な

ら

ず

。

第

二

の

締

突

は

積

一

時

的

の

も

の

に

し

て

時

営

経

る

に

踏

以

前

減

す

ぺ

b
d

此
一
一
一
要
素
の
中
最
も
重
姿
・
な
る
は
反

4

裁

に

し

τ

次
は
順
応
な
・
り
。

も
の
と
す
。
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命
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模
倣
に
し
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と
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印
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総

合
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上

ド
γ

於

げ

る

同

総

説

議

統

h
模

倣

説
L
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比
較

?
吋
た
な
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凶
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町
司
会
。
γ〉
m
g
g
o
m色。
M
M
g
m
w
o

忠・

九一



Q2 

一
般
一
合
事
ょ
に
~
於
げ
る
同
組
怠
識
設
も
と
愉
悦
倣
説
、
去
の
比
絞

九一一

，1 

凡

〈

の

枇
A
W

尚
一
的
関
係
に
は
防
模
倣
の
合
替
せ
ら
れ
一
段
、
る
所
な
ぐ
随
℃
模
倣
は
最
も
普
溺
的
な

る

粧

台

現

象

な

b
、
試
代
普
…
池
の
枇
命
目
的
関
係
な
分
類
す
れ
ば
一
一
一
一
同
語
的
関
係
、
宗
激
的
関
係
、
数
宵
バ

的
関
係
、
政
治
的
関
係
、
経
済
的
闘

係
、
謀
術
的
関
係
等
之
・
7
2
る

乙
之
を
符
べ

く
、
是
等
は
結
局
説
く

も
の
f
乙
説
か
る
〉
も
の
f
乙
(
り
開

係
、
数
ゆ
る
も
の
と
致

へ
ら
る
〉
も
の
之
の
開
係
、
泊
者
I
乙
被
治

者
之
の
関
係
、
総
利
者
t
乙
義
務
者

と
の
関
係
、
生
産
者
・
と
消
費
者
表
く
は
一
質
問
只
者
の
関
係
、
削
減
作
者

2
乙
之
を
賞
美
す
る
人
之
の
間
一
一
側
係
に
し

関

係

に

し

て

脳

髄

と

脳

髄

と

の

交

拶

℃
何
れ
も
人
心
の
能
動
的
の
活
動
}
乙
受
動
的
の
活
動
の

ノ。

活

動

な

他

人

に

侍

迷

し

又

他

人

よ

F
9

に
ゐ
、
b
wり
る
な

3
4ど
見

る

べ

而

じ

℃

各

個

人

は

其

其

活

動

を

意

識

的

併

に

無

意

識

的

に

受

く

る

腕

の

性

質

ム

一
一
様
の
集
会
心
迎
撃
を
生
ず
る
乞

に
倒
人
的
精
一
柳
の
山
学
問
た
る
心
理
事
は
設
に
枇
食
事
℃

得

る

な

b
。
訟
に
品
授
受
の
心
的
活
動
的
ち
模
倣
は
一
枇

ゐ

る

も

の

に

し

て

此

性

質

あ

る

が

故

食
の
根
本
的
関
係
に
し
て
、
母
子
養
育

率

的

関

係

な

れ

ば

純

然

た

る

枇

合

的

A
1

、
、
'
、
、
ー
、
、
、
、
、
、
、
、
、

物
に
し
て
凡
で
銭
水
ゅ
の
制
見
の
妨
幌

、
、
'
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
帯
、

て
催
眠
術
に
揺
れ
る
入
の
お
し
。

依

の

関

係

の

如

吉

夫

婦

生

mm
の

関

係

の

如

主

は

寧

ろ

生

物

、
、
、
、
、
、
、
、
包

関

係

と

な

す

べ

か

ら

ず

。

結

局

人

は

元

来

秘

倣

的

の

跡

、
、
句
、
:
、
、
、
、
、
、
，
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
-
、

な

く

ば

凡

て

の

暗

示

に

よ

b
て

模

倣

を

な

す

も

の

に

し

眠

術

に

続

れ

る

人

は

只

陪

示

の

ま

に

J
k
h

働

く

も

の

に

し
℃
ぼ
仰
を
指
し
℃
鹿
な

b

}一一民

へ
ば
胞
に
見
え
.
白
を
拐
し
℃
泉
な
i
y

と
血
肉
?
れ
ば
擦
に
見
ゆ
。

一
九
日
人
の
紳
経
組
織
も
元
来
品
川
の
如
ち
も
の
に
し
℃

m

即
日
他

の
一
民
針
の
派
閥
'
な
く
ば
人
の
暗
示
に

宮

従

ず

る

傾

向

わ

る

も

の

1
こ
す
。

H
L
o
g
oぷ
け
か

oum注
目
、
B
X
P民
O
口

U
2
-
J
g
m
g氏
。
ロ

u
o
u
o
mけ
同
戸
。

2
1
0
0
宏一

ω
o
g民
間
、
ロ
げ
弘

U
B
0・

日
日
仏
O
H
H
L
O
U
向
。
円
昨
日

Mg・民
O
ロu
}

〉
州

w
m
w
o
ψ
ω
・

ヘ
止
訴
ま
縫
放
よ

b
、
完
成
は
催
眠
術
の

ざ
岡
山
市

λ
制
上
ト
】
b

R

b
晶
体

L
i
l
#
I
J
-
a
A
.

，41

一
緒
な

br)

模

倣

は

先

に

も

云

へ

る

が

如

く

背

徳

播

牧

を

有

す

る

も

の

に

し

℃

タ

l

菅
波
、
生
物
E
乙
同
b
レ
く
一
人
よ

b
二
人
、
二
人
よ

b
四
人
、
間
人
よ
ら
八
人
J
L
一
お
よ
が
如
く
等
比
級

数

を

以

℃

進

行

す

る

傾

向

b
る

も

の

な

る

乙

と

を

云

へ

b
o
而

し

℃

模

倣

の

進

行

す

る

や

震

に
偶
人
間
に
の
み
湖
滅
ど
は
す
の
み
な
ら
ず
、
践
〈
民
族
問
家
の
間
に
も
保
険
の
反
涯
を
行
、
一
ふ

も
の
に
し
て
希
臓
の
文
明
は
雑
ぽ
仰
に
入
ら
緑
川
内
の
丈
明
は
今
日
も
狛
人
心
を
浸
し
居
れ

λ

ソ、支一

〆
ド
氏
は
之
を
先
線
、
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白 ・

那

文

明

の

潮

流

は

朝

鮮

に

入

b
進

ん

で

日

本

代

来

れ

5
0

要

す

る

に

模

倣

之

云

へ

ふ

枇

曾

的

潮

流

は

無

線

に

汎

濫

す

る

傾

向

ゐ

る

も

の

な

れ

rも
質
際
上
模
倣
は
常
に
一
人
よ
ム
ツ
他
人
に
、

、

一
閥
民
よ
λ
リ
他
閥
民
代
仰
は

β

に
常
'
り
℃
は
多
少
…
渡
化
を
被
る
も
の
に
し
℃
、
共
朕
恰
も
父
母

~3 

枇

令

感

上

仁

於

ザ

一

る

同

総

意

識

紙

一
I
C

模
倣
鋭
、
と
の
比
絞

九
三
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一
批
食

me
上
ド
い
於
一
げ
一
る
同
紐
怠
総
統

h
模
倣
一
紙
、
c
の

比

絞

の

性

質

が

子

孫

に

遺

体

ず
4

る

に

常

b
て
多
少
の
濃
化
一
堂
受
け
診
る
芯
の
な
含
の
類
な
ム
ツ
O

総
白
川
政
都
民
術
等
の
も
の
皆
然
、

b
y
る
は
な
し
。
放
に
じ
タ

l
y
-
-
氏
は
白
ら
税
倣
の
印
刷
典
作
な

る

も

の

を

立

て

た
λ

九
一
此
の
如
く
模
倣
は
謀
議
行
の
、
途
中
に
於
℃
金
一
々
分
岐
す
る
も
の
な
れ

九
四

言

政

共

潮

流

は

ιに
和
紙
制
す
る
と
と
あ
る
主
弘
、
れ
ず

U

日
起
邸
ち
枇
曾
現
象
の
衝
突
な
λ
y
o

加
問
符
文
明
一
が
始
め
て
日
本
に
入

h-J
来

b
し

設

時

打

本

古

来

の

文

明

・

と

の

衝

突

接

し

く

洋

患

者

は
非
常
に
迫
害
せ
、
b
れ

売

る

が

如

3
是
な
一
九
州
別
人
に
於
て
も
日
新
ら
し
h
d
風
俗
を
見
聞
ち
ー

な
れ
去
る
訪
中
ど
問
ぺ
時
は
一
加
工
ム
吋
誕
の
成
に
打
た
れ
疑
感
の
念
堂
紘
一
ず
ベ
ハ
し
、
是
郎
ち
皆
・
米
の

経

験

之

新

な

る

経

験

之

の

心

的

衝

突

な

ム

ツ

と

云

は

な

る

べ

か

ら

ず

?

世

間

に

は

千

純

高

絞

り
35 

潮

流

が

人

間

の

紛

糾

を

逝

渇

し

つ

〉
わ
る

ζ

I
乙
な
れ
ば
、
長
人
の
心
中
は
常
に
是
等
の
蹴
流
の

衝

突

を

以

て

役

光

広

れ

厄

る

乙

1
乙
な
る
べ
し
。

然

れ
w

と

も

是

等

の

衝

突

は

決

し

℃

永

続

的

の

も
の
に
ゐ
ら
ず
。

討
し
苛
足

h
J
E
L
f
-

〈

-

不

{
υ
ニ
ヲ
ア
起
訴
カ
会
く
・
沢
一
反
抗
相
容
れ
な
る
が
如

3
も

の

な

ら

ば

英

中

強

力

な

る

淑

流

は

微

力

な

る

潮

流

を

朕

倒

す

べ

く

、

悲

し

相

調

和

す

べ

き

性

質

の

も

の

な

ら

広

松

令

し

℃

交

に

模

倣

の

版

憾

な

る

も

の

を

守

-
b
T
J
V
湖
統
止
な
よ
ク
て
北
京
地
勘
右
側
働
総
す
一
一

.し。

此
模
倣
の
航
路
郎
ち
間
関
義
代
於
げ
る
イ

ン

グ

品

V
v

ジ

ヨ

ど
集
は
り
℃
比
較
計
筑
ー
し
て
後
に
生
ず
る
も
の
と
謡
絡
の
潮
流
が
雑
然
1
L
し
℃
附
胸
中
氏
一
袋
、
ま
ら

一考

λ
る

之

も

な

じ

考

へ

た

る

結

糸

突

然

止

し

℃

自

ら

も

深

刻

せ

w
d
b
し

が

如

舎

新

な

る

想

像

を
生
、
ず
る
も
の
1
乙
わ

b
。

一
郎
の
如
く
仇
…
酬
と
一
来
れ
ば
タ

1
y
，

ド

氏

の

所

前

模

倣

な

る

も

の

は

極

め

℃

炭

淵

な

る

怠

義

乞

布

す

る

も

の

に

し

て

側

人

が

仙

の

側

人

に

一

の
時
一
不
を
輿
へ
其
脳
随
に
或
物
右
往
ず
る
口
ル
℃
の
.

、必ト 。 "

，'， 

遇

税

を

お

す

も

の

な

る

や

削

な

ら

。

.
一
同
利
意
識
な
る
も
の
『
乙
は
如
何
な
る
関
係
を
有
す
る
も
の
な
る
や
を
考
究
す
る
は
枇
命
阿
部
-
上

去
れ
ば
比
模
倣
之
一
試
へ
る
事
実
之
、
、
キ
ッ
・

J

プ
ン
グ
ス
氏
の
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， 、も

極
め
て
有
益
の
事
に
し
℃
且
興
味
わ
る
乙
t
c
な
る
べ
し
。

要

す

る

に

タ

}

y

ド

氏

の

純

倣

説

、
ヘ
{

は

資

比

重

要

な

る

枇

命
N

V

山
一
刻
一
平
上
の
一
大
新
設
に
し
て
、
共
所
間
模
倣
な
る
も
の
は
呆
し
℃
枇

舎
の
最
も
単
純
に
し
℃
最
も
ー
校
本
的
な
る
事
質
な
る
や
否
や
の
問
題
を
別
に
し
て
、
兎
に
品
川
枇

命
"
に
於
け
る
人
間
の
活
動
の
大
部
分
、
否
本
能
的
の
活
動
な
除
当
て
殆
ん
ど
総
て
の
部
分
は
税

王
、
て
口
、

b
F。
れ
に

ζ

定
皮
上
抗
野
一
め
て
庄
一
地
的
な
る
一
枇
命
科

倣

潜

く

は

模

倣

の

結

果

な

る

乙

之

友

ノ

ヘ

j

、

E
F
q
4
0
i
h
3

、ー

現

象

た

る

や

続

な

く

ギ

ヅ

J

ア

Y

グ

ス

氏

の

如

k
t
は

金

部

之

に

同

認

す

る

乙

と

能

は

P

J
し
も
、

お
潜
吋
納
一
的
枇
合
胤
十
」
に
品
川
一
h
y

て
い
は
同
化
の
部
凶
J
C
題
し
℃
い
如
何
な
る
自
然
的
の
現
象
も
誕
根
元

知

r

一

一

蹴

合

平

よ

い

於

1
み

同

額

訟

総

統

h-
淡
い
倣
枕

u
h
の

比

較

ぃ

九

五
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枇

合

唱

上

け

い

於

げ

る

同

滋

怠

裁

就

L

h

制
時
行
倣
税
込
の
ぬ
較

的

類

似

F-w
莱
衝
突
『
乙
共
模
倣
郎
ち
蹴
熔
の
一
一
一
方
耐
を
有
せ
診
る
は
な
〈
総
て
一
蹴
命
口
一
に
も
ぬ
一
一
一

方
面
な
わ
る
べ
か
ら
ご
る
を
誠
君
た
ム
ツ

O(cspqhrg子
。
∞
0
0

…o
F
W
3
3
$
5
8
5・
)
文
タ

y

!

ド

氏

も

共

紙

命

日

心

理

の

碗

究

」

に

於

て

ギ

ッ

デ

ン

グ

ス

民

の

枇

食

事

ど

批

評

し

特

に

根

本

的

赴
命
同
市
中
一
一
買
に
闘
し
て
は
深

3
注
怠
を
桃
川
ω
断
乎
と
じ
て
「
れ

ρ
戸

川

戸

が

mハ
が
附
閉
山
市
即
川
駅
一
一
vamw

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

，

O

O

‘
 

え
は
怠
ゅ
ん
枇
曾
的
同
怖
に
.
ゐ
ら
ず
や
し
と
読
破
せ
ら
れ
、
寄
人
を
し
℃
岡
純
意
識
設
と
絞
倣
説
之

f
u
H
A

、

J

，v
J
r
 

の

閲

に

織

は

る

契

合

黙

に

闘

し

多

少

の

克

明

を

認

む

る

を

得

せ

し

め

た

b
o
(
U
A
o
n
同
宮
山
g
向
。

〕

V

o々rogm対

moof-ou
宮悦川一
ω
C
H

・
)
謂
ょ
に
、
寄
っ
デ
ジ
グ
ス
氏
は
自
ら
同
椛
蕊
識
な
る
紛
熟
語
を
製

.
し
之
bι

以

℃

枇

曾

の

根

本

的

事

資

と

せ

る

は

是

亦

一

枇

曾

率

上

の

一

大

創

況

だ

る

や

疑

な

し

之

蛾
も
、
共
締
総
意
識
の
要
素
た
る
有
機
同
情
、
類
似
の
知
的
銭
、
意
識
的
同
情
死
情
及
一
水
認
に
制
測
す
る

慾
認
の
向
、
有
機
同
情
、
積
一
識
的
同
情
及
焚
情
な
る
も
の
は
純
然
た
る
同
情
に
し
℃
ギ
ッ
デ
シ
グ

ス

氏

も

同

総

窓

識

の

成

情

的

方

面

を

線

総

す

る

代

同

情

な

る

文

学

を

以

て

せ

ら

れ

た

A
Y
O
(
川口
t

山
口
口
昨
日
A
1
h
w

qoozymwu
日

υ伊

m
o
H
0
3
而
じ
℃
菜
承
認
に
判
別
す
る
慾
段
の
如
き
は
問
問
怖
の
在
る
所
に
は
殆

.，

A
E
必

ず

生

起

す

る

心

的

統

態

な

れ

rも
一
枇
舎
一
之
し
て
必
要
な
る
も
の
は
此
方
一
向
に
非
ず
し

し

専

ら

筒

慌

の

方

痛

な

b
。

例
y
乙

な

れ

ば

自

己

が

他

人

代

到

し

℃

阿

倍

を

有

す

る

時

は

共

事

品
問
観
溜
潤
溺
留
鼠
磁
理
事

震

を

先

方

-K
承
認
せ
し
診
ん
世
帯
を
欲
す
る
は
自
然
な
れ

E
も

比

の

如

き

は

同

情

其

者

の

自

然

的
一
結
果
比
一
一
過
ぎ
ず
。
印
ち
枇
命
日
的
関
係
の
萌
芽
が
銃
に
成
立
し
允
る
後
に
来
る
郎
仰
の
日
現
象

比
一
地
ぎ
診
れ
ば
な

b
。‘

文
類
似
・
の
知
脱
却
な
る
も
の
は
多
く
の
場
合
に
於
℃
岡
崎

bz
引

起

す

所

の

一

大

原

因

に

じ

℃

一

の

銭

集

配

形

成

す

る

偶

人

が

瓦

に

大

民

総

類

を

附

設

に

す

る

か

又

は

勢

カ
LK
差

異

わ

る

時

は

築

関

係

は

自

ら

反

織

的

に

な

b
易
く
、
之
に
反
し
英
関
に
秘
綴
性
質
の
獄

似

紡

あ

る

時

は

同

情

な

る

も

の

鵡

b
繍

い

℃

安

滋

協

働

等

の

も

の

を

生

色

枇

命

日
b
b
形

成

す

る

乙
・
と
を
得
べ
く
、
随
℃
多
く
の
場
合
に
於
℃
は
類
似
と
一
五
〉
刑
事
寅
之
同
僚
之
一
お
ふ
市
中
貸
は
相
総

合
一
す
る
も
の
に
し
℃
、
閥
的
仰
な

b
同

閥

人

な

b
同

業

者

な

b
な

E
の

腕

念

は

自

ら

岡

崎

を

引

く

、¥

も
の
な
る
は
で
品
川
人
の
常
氏
自
ら
経
験
す
る
所
な

b
。

彼
っ
雪
の
日
や
わ
れ
も
人
の
子
樽
扮
ぴ

41

日
孫
、
ふ
が
如

3
は
印
ち
我
も
人
の
子
な
・
9
彼

も

亦

入

の

予

は

わ

ら

ず

や

ょ

こ

式

ぴ

英

彼

我

同

様

な

る
乙
ー
と
を
歌
ぴ
℃
自
ら
人
の
同
情
b
b
喚

起

し

た

る

も

の

に

わ

ら

診

る

か

。

此

の

如

く

同

級

sι

ffl 

云

ふ

事

は

岡

崎

比

野

し

深

h
c
関
係
を
有
す
る
乙
と
は
疑
ム
ベ
一
叫
が
ら
w
d
t

る

挙

資

な

れ

E
も
、
安
に

大

に

考

ム

ペ

h
t
は
最
も
問
中
級
な
る
べ
き
枇
曾
的
関
係
の
態
芽
は
同
情
、
強
似
の
知
獄
、
承
認
の
慾
、

。。

単
一
之
云
ム
が
如
主
綱
々
の
心
的
統
態

k
相
A
W
し
た
る
混
合
隙
い
な
い

b
ー
や
と
需
ふ
事
な

b
。

如

何

紙

合

事

上

げ

い

於

げ

る

伺

穏

滋

織

統

h
総
数
競
い
3c
の
比
較

i九
}七
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法
食
品
暢
一
ょ
一
μ
於
.
げ
山
ザ
O

同
汁
緩
怠
織
」
枝
、
c
模

倣

銑

h
の
比
師

m

a

a

九
人

一v
v
r一一俳一
V
m
r
m
l一一が

J
J
r
v
M貯
r
f
y
p
V
V
J
V
W
A
M
l
v
r
…rr
v
r
r
r
v
r
p
v

p

p

m

y

p

o

o

W

0

0

0

0

0

0

G

O

O

-

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

G

o

o

-

0

0

0

0

 

百
社
の
お
く
な
れ

E
も

菜

類

似

せ

る

お

等

が

互

に

菜

類

似

k
h
N
認

す

る

乙

之

が

英

必

要

依

件

。0
0

〆

マ

4

な
λ

ー
や
o

A

砂
川
は
質
に
人
が
必
ず
し
も
之
な
知
脱
却
せ
ず
と
も
同
情
な
る
も
の
〉
存
在
す
る
時
は

ι、

枇

舎

の

校

本

的

関

係

は

成

立

す

る

も

の

な

る

乙
と
を
倍
以
ぜ
な
る
を
¥
符
ず
。

前
例
一

立

に

岡

秘

な

る
乙
ー
し
を
知
'
脱
臼
し
て
も
共
闘
に
少
し
も
岡
崎
の
起
、
b
w
d
る
が
如
号
事
ゅ
の
ら
ば
此
人
々
は
瓦
h
k

社
似
合
的
叫
に
澄
一
変
捗
な
る

乙
と
自
問
一
の
迎
な

b
。

放
に
だ
と
ひ
同
情
な
る
も
の
は
事
質
上
弘
知
p
九

ど
H

討

に

類

似

の

知

裁

に

伶

は

る

〉

も

の

な

b
t
c
恨

定

す
q
Q

も

社

合

的

交

渉

の

校

本

代

於

℃

必

要
な
る
は
同
憶
に
し
て
、
額
似
の
一
知
脱
却
は
補
助
的
の
も
の
な

b
と
云
ム
ペ
く
、
況
P
A
や

人

が

相

互

の
類
似
阿
佐
知
位
す
る
は
多
く
の
場
合
に
於
て
岡
崎
の
カ
に
よ

b
℃

瓦

に

交

際

を

な

し

て

後

り

w
m
y

貨
な
る
に
於
て
を
や
。

去

れ

ば

余

を

し

て

忌

悌

な

く

所

信

を
R

公
言
せ
し
め
'
ば
ギ

ッ

デ

ン

グ

ス
氏
は
一
須
ら
く
岡
怖
を
以
て
根
本
的
な
る
祉
曾
的
事
賓
と
な
し
、
類
似
の
剣
脱
却
及
泳
認
の
慾
嬰

ir一
ば
之
に
附
随
し
℃
…
併
究
す
ぺ

か

b
し
な
ι
9
0

強
℃
日
起
等
の
字
ば
従
溺
的
な
る
知
覧
慾
認
を

カu

'" 
て
最
も
車
純
な
る
べ
b•• 
r

根
本
的
現
象
な
故
ら
に
絞
殺
に
す
る
は
科
事
例
先
上
、
策
の
得
た

る
も
の
に
わ
ら
診
る
べ
し
。

業
上
、
キ
ッ
デ

シ

グ

λ

民
は
類
似
の
多
る
腕
に
は
岡
崎
も
之
に
比
一

‘ F 、

柳
川
し
て
a

多

3
が
か
ぐ
論
ぜ
ら
る
れ

rも
、
事
資
上
強
者
が
義
者
を
妨
け
宮
恭
一
炉
食
若
宮
憐
b
u
'
等

差
異
の
知
脱
却
が
却
℃
同
情
を
蕊
却
す
乙

ι-bる

を

以

℃

見

れ

ば

類

似

1ι
同
情
は
然
、
が
く
総
府
組
一

〉

I

1

1

0

0

な

る

数

量

的

関

係

左

右

す

る

も

の

に

あ

ら

怠

る

や

削

な

凡
そ
互
に
同
情
な
き
い
経
非
批
合
一

的
な
る
現
象
は
な
か
る
べ
し
、
或
人
が
或
問
ー
憾
に
入

b
℃
身
般
は
英
樹
般
の
人
と
交
は
る
'
も
葉
一@

 

精
一
紳
に
於
℃
会
然
同
情
な
く
ば
比
人
は
げ
ず
が
に
比
国
憾
に
入
れ
る
も
の
に
し
℃
決
乙
て
一
世

@

@

 

命
日
一
自
己
中
将
入
'
Q
J

ぜ
る
も
の
に
ゐ
ら
ず
。

メ

E
-
J
t
F
U
-
-
E
U
，
ノ

新
る
人
は
久
し
か
ら
ず
し
℃
共
問
慨
に
嫌
は
れ
弟
一

放

せ

ら

る

〉

か

戒

は

白

ら

関

陣

を
h

中
お
よ
り
℃
他
の
岡
崎
ゐ
る
図
体
に
入
る

乙
と
な
る
べ

し

-位

..‘... 叩-.'.ー一戸、“...・細川町 ..c‘v ・』一一ー・‘'・‘

守、沖ら‘ f、;，¥・"

ー
に
同
情
乙
そ
は
一
肱
命
日
形
成
上
、
根
本
的
に
快
く
べ

か
ら
診
る
を
知
る
べ
し
。

然

ら

ば

同

情
f

乙
模
倣
と
は
如
何
な
る
関
係
を
布
す
る
も
の
な
る
や
。

ベ

和

印

船

妙

に

し

℃

結

局

一

人

の

心

と

他

の

一

人

若

く

は

数

人

同
情
も
亦
人
の
悲
み
な
一

悲
み
人
の
喜
び
を
窓
口
ぷ
所
の

TY-
〕
の
心
設
が
互
に
交
成
し
て
数
似
の
反
肱
を
起
一
し
意
気
相
投
合
し
互
に
一
秘
の
快
戚
焚
情
を

減
、
ず
る
も
の
な

b
。

削
即
ち
タ

l
y
ド
氏
が
模
倣
に
典
へ
た
る
定
義
に
寸
模
倣
と
は

他
の
脳
慌
に
業
観
念
場
向
旧
ω
戚

怖

を

反

射

せ

し

な

る

所

の

心

的

印

象

な

bι
と

云

へ

る

は

又

岡

崎

の
意
義
一
の
殆

λ

E
全
部
を
毅
ふ
も
の
に
し
て
J
F
1
y
f
氏
自
ら
も
ギ
ッ
デ

ν
グ

ス

氏

の

耐

強

引
肌
合
蹴
干
上
ド
一
於
げ
る
u

同
・
'
秘
訟
も
織
統
L
C

模

倣

枕

h
の
ぬ
絞

一
の
脳
臓
が

一一一._，-.~.，...._~...一一..._...，.-…叫・一一一…，....- ..一層-_.・一、ι …-..守「
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ほ
合
敏
一
ょ
に
於
げ
万
同
総
意
識
説

h
模

倣

枕

h
の

比

後

怠

識

を

諒

す

る

に

蛍

b
℃
此
事
資
ど
表
明
せ
ら
れ
、
口
パ
地
溺
者
の
相
惑
は
一
は
主
腕
的
に
し

一0
0

…
は
客
制
倒
的
な
る
とー

あ

る

乙

と

を

示

訪

れ

た
t
y
o

て

ト

目。ロ

Eゆ
寸切・

ouoω{V
・
ロ
ロ
吋
hw句
匂
OH1け

H
H
H

件。ヤ一目
vd-or山ハ山口。

ρ同
H
W

∞回一戸，
4
N
H

口一
U

ρ戸

J
S
M
O
志
向
足
念
切
符
吋

g
a
F
g

。げい一

NOR-S(mOMO
口一民
ρ
ロ
m
g
o
丘町
L
E

gu山
伊
ゲ
円
。
丘
町
}
ロ
ω

目
。
仲
件
。
)
。
ロ

目
、
詩
的
p
p
o
o
め
ロ
ぷ
0
0
は

su
給
制
}
日

vmw可
N
H一~け

。
o
g
g
o
H
B山
内
伊
氏
。
向
。
ロ

g
g
g
o
白
河

BMVW一件
Z
O
Uロ宏、

gm判
例
。
怠
広
g
h
p
m
8
V宮
町
広
・

同
一
情
一
は
猫
あ
ふ

1
y

ド

お

の

所

綴

模

倣

ι同
と
ぐ
相
互
一
的
の
心
的
印
象
な
る
の
"
か
な
ら
ず
、
同

情

を

有

す

る

人

々

の

問

に

は

自

足絞

殺

な

る

動

作

の

互

に

模

放

f

J

{

4

b

れ
日
m
b
d

は
一
札
口
人
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澗
迷
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知
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。
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右
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な
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わ
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た
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一
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℃
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又
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ず。

訟
に
如
何
な
る

模
倣
も
悉
く
一
枇
合
的
事
資
な
ら
'
1
乙
一
五
ム
ペ

問
棋
士
相
闘
び
敵
、
が
刀
を

λ

b
賭
し
た
る

時

自

己

も

之

に

採

し

℃

刀

を
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知
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岡
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岡
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℃
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℃
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な
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。
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蹴
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℃
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℃
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廿
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℃
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濃
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械
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伐
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瓶
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茶
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℃
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℃
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滋
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